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野市図書館 ☎56-3434野 434

おいしいハチミツを作ってくれる
ミツバチ。ミツバチと人間のかか
わりや自然の中での役割など
が美しくユーモアあふれる
イラストで描かれた

本です。

みんなが知っているおなじみの
缶詰から獣肉缶、珍食缶、スイーツ
缶など日本全国の特色ある缶詰を
紹介。缶詰の歴史や製造の裏側を
知ると今すぐ食べたくなる！

『今すぐ食べたい！
　すごい缶詰150』
　　　イカロスMOOK

『今すぐ食べたい！
　すごい缶詰150』
　　　イカロスMOOK

『今すぐ食べたい！
　すごい缶詰150』
　　　イカロスMOOK

『ミツバチのはなし』
　ヴォイチェフ・グライコフスキ/文　
　　　　　　　 ピョトル・ソハ/絵

『ミツバチのはなし』

　　　　　　　

『ミツバチのはなし』
　ヴォイチェフ・グライコフスキ/文　
　　　　　　　 ピョトル・ソハ/絵

万年二等兵・安木加介の眼を通
して軍隊生活をユーモア交えて
描いた長篇「遁走」、「銃」「美しい
瞳」などの短篇、開高健との対
談が収録されています。

『安岡章太郎
　戦争小説集成』　
　              安岡章太郎/著

『安岡章太郎

　              安岡章太郎/著

『安岡章太郎
　戦争小説集成』　
　              安岡章太郎/著

時にはいざこざもあるけれど、おお
むね楽しく自由にのんびりとやって
おります。女芸人・阿佐ヶ谷姉妹
の２人が地味おもしろい同居
生活をつづります。

　『阿佐ヶ谷姉妹の
 　のほほんふたり暮らし』
　　　　　　阿佐ヶ谷姉妹/著

　『阿佐ヶ谷姉妹の
 　のほほんふたり暮らし』
　　　　　　阿佐ヶ谷姉妹/著

　『阿佐ヶ谷姉妹の　『阿佐ヶ谷姉妹の
 　のほほんふたり暮らし』
　　　　　　阿佐ヶ谷姉妹/著

カラフルで鮮やかな村、ユニークな
建物が建ち並ぶ村、歴史のロマンを
感じる村…。おとぎ話のような夢と
憧れの風景が広がる、ヨーロッパ
各地のかわいい村の写真集。

』』　かわいい世界の村』
　　　　　　　MdN編集部/編

　
野

館(　 ★休館

介護はマラソン。あなたは家族をどこで
いつまで介護ができますか？いざ施設に
あずける時の気になる費用を具体的な入
居・入所事例を通して確認できます。

『身近な人を介護施設に
　あずけるお金がわかる本』
　　　　　　　　高室成幸/監修
　あずけるお金がわかる本』
　　　　　　　　高室成幸/監修

『身近な人を介護施設に
　あずけるお金がわかる本』
　　　　　　　　高室成幸/監修

　　　　　　
『ペンギンクルーズ』　
　　　
ペンギンクルーズは、ペンギンみ
んなの憧れの旅。大きな船に乗っ
て南の島をめざします。ペンギン
たちがどんな風に過ごしている
か、のぞいてみましょう…。

９月のおはなし会
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王さまが、川でからだを洗いました。
川から出ると足がよごれています。もう
一度洗ってもよごれています。王さま
は「国が土でよごれている。よご
れをとれ」と言いますが･･･。

『王さまとよごれた足』

　ライアノン・サンダーソン/絵

　

王さまとよごれた足』

　ライアノン・サンダーソン/絵

　

『王さまとよごれた足』
　　　サリー・ポム・クレイトン/文　
　　　ライアノン・サンダーソン/絵
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■香南市内の史跡や文化財などを紹介していくコーナーです。

▲山北両烈士の碑
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土
佐
藩
郷
士
の
安
岡
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安
岡
覚
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は
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、長
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と
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